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これとは独立に,ニアリー パラレル C 2多様体という佐々木多様体などを含む重要な空間において,ア
ソシアテイブ部分多様体Mの変形空間 Vを調べた.Vの考察にはMの変形Mtのtに関する1次,2次の
項,すなわち,第 1,第2変分の計算が要求される.第2変分から得られるヤコビ作用素はここではディ
ラック作用素として記述され,その固有空間の次元がVの次元の評価を与える.河井氏は等質,特にリー
群で表されるアソシアティブ部分多様体についてこの次元を計算し,ある場合は剛性,他の場合は変形の
可能性を示した.
以上の成果は,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する事を示している.従っ
て河井公大朗提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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